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2. 文献の収集、整理および分析 

2.1 文献の収集 

2.1.1 文献の収集方針 
米国、英国、フランス、ドイツ、オランダの 5 か国を対象として、原材料に着目して料

理を品目に細分化する手法に関する各国の公的機関の発行するマニュアル等の文献を収集

した。 
本調査では、特に、食事を介した化学物質等のばく露評価の際に用いられる、原材料に

着目して料理を品目に細分化する手法の情報に着目して、文献の取集・整理を実施した。 
 
一般的に、食事を介した化学物質等のばく露評価を行う場合、食品の摂取量に関するデ

ータは、各国の食事摂取量調査の結果が用いられることが多い。 
そのため、本調査では、まず、各国の公的な食事摂取量調査の手法（特に、食事摂取量

調査で用いる食品の項目・コードのレベルや、レシピに関する情報の扱いなど）を明確化

したうえで、さらに、食事摂取量調査結果が、各国の食事を介した化学物質等のばく露評

価にどのように用いられているのかを調査した。特に、食事摂取量調査の食品の項目・コ

ードと、ばく露評価時に用いられる食品の単位（多くは農産物レベル）との関連付けの手

法に重点を置いて、関連する文献の収集を行った。 
 
なお、国によっては、上述の情報が不足することも考えられるため、その他、参考とな

る情報についても合わせて関連する文献を収集した。 
具体的には、食事を介した化学物質等のばく露評価だけではない、研究への利用を想定

したデータベースや、食品成分表の作り方に関する情報について収集を行った。 
食品成分表については、例えば、日本食品標準成分表 1には食品ごとの栄養素が提供され

ているが、食品の中には単一ではなく複数の原材料からなるものも含まれ、これらの栄養

素を算出する際には、食品を原材料に分類する過程が含まれる。この過程は、一般的に

Recipe calculation と呼ばれ、料理を原材料に細分化する手法の参考になると考えられる。 
 
以上の前提を踏まえ、本調査では、以下の観点で文献を収集した。 
①各国の公的な食事摂取量に関連する調査の手法に関する文献 
②食事摂取量調査結果の化学物資等へのばく露評価への利用に関する文献 
③その他参考になりうる文献（①、②で十分な情報が収集できなかった場合） 

  

                                                   
1 日本食品標準成分表 2015 年版（七訂）（http://www.mext.go.jp/a_menu/syokuhinseibun/1365295.htm） 
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2.1.2 文献の収集方法 
文献の検索は、以下の商用データベースおよび、国際評価機関、各国政府機関等を対象

として実施した。 
 
検索対象の商用データベース 
 TOXLIE（TOXNET） 
 CA（STN International） 
 MEDLINE 
 Pub Med 
 JST（科学技術振興機構） 
 医学中央雑誌 
 Google Scholar 
 
国際評価機関、各国政府機関等 
 経済協力開発機構：Organisation for Economic Co-operation and Development

（OECD） 
 世界保健機関：World Health Organization（WHO） 
 コーデックス委員会：Codex Alimentarius Commission（CAC） 
 FAO/WHO 合同食品添加物専門家会議：FAO/WHO Joint Expert Committee on Food 

Additives（JECFA） 
 欧州委員会：European Commission（EC） 
 欧州食品安全機関：European Food Safety Authority（EFSA） 
 米国食品医薬品庁：Food and Drug Administration（FDA） 
 米国環境保護庁：Environmental Protection Agency（EPA） 
 米国毒性物質疾病登録機関：Agency for Toxic Substances and Disease Registry

（ATSDR） 
 米国産業衛生専門家会議：American Conference of Governmental Industrial 

Hygienists（ACGIH） 
 英子環境・食品・農村地域省：Department for Environment, Food & Rural Affairs

（DEFRA） 
 仏食品環境労働衛生安全庁：ANSES 
 独連邦リスク評価研究所：BfR 
 International Life Science Institute （ILSI） 
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2.1.3 翻訳した文献 
上記の調査方針を基に収集した文献のリストは、5. に示すとおりである。各国の主たる文献は表 2-1 に示すとおりであり、これらの文献は、

翻訳を実施した。 
 

表 2-1 収集文献一覧 

No. 国 著者 文献名称 発行年 概要 備考 

1 米国 Shanthy A. Bowman
（USDA） 

Food Intakes Converted to Retail 
Commodities Databases 
2003-08: Methodology and User Guide 

2013 FNDDSの高度化DBの

構築方法 
英語 

2 米国 Shanthy A. Bowman 
（USDA） 

Food Patterns Equivalents Database 
2011-12:Methodology and User Guide 

2014 FNDDSの高度化DBの

構築方法 
英語 

3 英国 FSA National Diet and Nutrition Survey 
Results from Years 1, 2, 3 and 4 
(combined) of the Rolling Programme 
(2008/2009 – 2011/2012)(FSA 2014.5) 
Appendix A. Dietary data collection 
and editing 

2014 食事摂取量データの収

集方法、収集したデータ

の処理方法の記載もあ

り 

英語 

4 英国 FSA Rebuild of the Food Standards Agency 
Recipes Database 

2015 レシピデータベースの

再構築に関する発表資

料 

英語 

5 ドイツ Bundesinstitut für 
Risikobewertung
（BfR） 

Aufnahme von Umweltkontaminanten 
über Lebensmittel 

2010 LExUKon プロジェク

トにおける、NVSⅡの

調査結果のばく露評価

の利用方法 

ドイツ語 
NVSⅡのばく露評価へ

の利用に関する部分を

翻訳 
6 ドイツ Ergebnisbericht, Teil 

2 Nationale 
Verzehrsstudie I 

Max Rubner-Institut 
Bundesforschungsinstitut für 
Ernährung und Lebensmittel 

2008 NVSⅡの調査手法と調

査結果 
ドイツ語 
NVS2Ⅱの調査手法に

関する部分を翻訳 
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No. 国 著者 文献名称 発行年 概要 備考 

7 ドイツ Ergebnisbericht, Teil 
2 Nationale 
Verzehrsstudie II 

Max Rubner-Institut 
Bundesforschungsinstitut für 
Ernährung und Lebensmittel 

2008 NVSⅡの調査手法と調

査結果 
ドイツ語 
NVS2Ⅱの調査手法に

関する部分を翻訳 
8 フランス AFSSA Étude Individuelle Nationale des 

Consommations Alimentaires 2 (INCA 
2) 
(2006-2007) Rapport 

2009 INCAⅡの調査手法と

調査結果 
フランス語 
調査手法に関する部分

を翻訳 

9 フランス ANES Étude de l’alimentation totale 
française 2 
(EAT 2) 

2011 INCAⅡの調査結果を

用いたばく露評価の結

果 

フランス語 
INCAⅡの調査結果の

ばく露評価への利用方

法に関する部分を翻訳 
10 
 

オランダ M.M.H. van Dooren, 
I. Boeijen, ir. J.D. van 
Klaveren, ir. G. van 
Donkersgoed 

CONVERSIE VAN 
CONSUMEERBARE 
VOEDINGSMIDDELEN NAAR 
PRIMAIRE AGRARISCHE 
PRODUKTEN 

1995 食事摂取量の調査結果

をばく露評価で用いる

データに変換する方法 

オランダ語 

 


	1.  調査の概要
	1.1  調査の背景
	1.2  調査の目的
	1.3  調査対象・調査項目

	2.  文献の収集、整理および分析
	2.1  文献の収集
	2.1.1  文献の収集方針
	2.1.2  文献の収集方法
	2.1.3  翻訳した文献

	2.2  文献の整理および分析
	2.2.1  米国
	2.2.1.1  公的な食事摂取量に関連する調査とその調査手法
	(1)  調査目的・概要
	(2)  調査実施主体
	(3)  調査手法
	1)  調査手法概要
	2)  食事摂取に関するデータの収集方法
	(a)  調査の全体像
	(b)  24時間思い出し法によるインタビュー調査の詳細
	(c)  収集したデータの処理


	(4)  公開されている食事摂取量調査のデータ

	2.2.1.2  食事摂取量調査結果の化学物資等への利用
	(1)  開発・管理主体
	(2)  データベースの概要
	(3)  FCIDの構築の経緯
	(4)  EPA農産物の定義

	2.2.1.3  その他参考となる情報
	(1)  特殊な用途を想定したデータベース
	1)  Food and Nutrient Database for Dietary studies（FNDDS）
	(a)  開発・管理主体
	(b)  DBの概要
	(c)  Recipe Protocol Project

	2)  Food Intakes Converted to Retail Commodities Database（FICRCD）
	(a)  DBの概要
	(b)  開発・管理主体
	(c)  食品を品目に細分化する手法

	3)  Food Patterns Equivalents Database（FPED）
	(a)  DBの概要
	(b)  開発・管理主体
	(c)  食品を品目に細分化する手法


	(2)  食品成分量表に相当するデータベース
	1)  開発主体
	2)  DBの概要



	2.2.2  EUにおける食品摂取量に関する動き
	(1)  EUにおける食品摂取量に関する調査・食品のばく露評価手法の協調に関する動き
	1)  General principles for the collection of national food consumption data in the view of a pan-European dietary survey（2009）
	(a)  背景・目的
	(b)  提案された手法
	(c)  料理の細分化に関する事項

	2)  Guidance on the EU Menu methodology（2014）
	(a)  背景
	(b)  提案された調査手法
	(c)  料理の細分化に関する事項


	(2)  EUにおける食品成分表の協調に関する動き
	1)  概要
	2)  料理の細分化に関する事項
	(a)  全体的な動向
	(b)  EuroFIRが提案する標準的な手法



	2.2.3  英国
	(1)  公的な食品摂取量に関する調査とその手法
	1)  調査目的
	2)  調査実施主体
	3)  調査手法
	(a)  調査手法概要
	(b)  食事摂取に関するデータの収集方法
	(c)  料理の細分化に関する事項

	4)  食事摂取量調査結果の公開データ

	(2)  食事摂取量調査結果の化学物質等のばく露評価への利用
	1)  NDNSとの関係性
	2)  レシピデータベースの再構築の詳細
	3)  SRDの利用事例
	4)  SRDの今後


	2.2.4  フランス
	(1)  公的な食品摂取量に関する調査と調査手法
	1)  調査目的
	2)  調査実施主体
	3)  調査手法
	(a)  調査手法概要
	(b)  食事摂取に関するデータ収集方法
	a)  訪問調査によるデータの収集
	b)  データの処理方法
	①  データの検証・データの入力
	②  INCAⅡで用いられている食品のコード
	③  食品成分表CIQUALについて
	④  食品のコード化



	4)  食事摂取量調査結果の公開データ

	(2)  食事摂取量調査結果の化学物質等のばく露評価への利用
	(a)  目的
	(b)  実施主体
	(c)  ばく露評価手法


	2.2.5  ドイツ
	(1)  公的な食品摂取量に関する調査と調査手法
	1)  調査目的
	2)  調査実施主体
	3)  調査手法
	(a)  調査手法概要
	(b)  食事摂取に関するデータ収集方法
	a)  食事歴記録法
	b)  24時間思い出し法
	c)  秤量法

	(c)  料理の細分化に関する事項

	4)  食事摂取量調査結果の公開データ

	(2)  食事摂取調査結果の化学物質等のばく露評価への利用
	1)  German Food Monitoring Program
	(a)  目的
	(b)  実施主体
	(c)  ばく露評価手法

	2)  LExUKonプロジェクト30F
	(a)  目的
	(b)  実施主体
	(c)  ばく露評価手法



	2.2.6  オランダ
	(1)  公的な食品摂取量に関する調査と調査手法
	1)  調査目的
	2)  調査実施主体
	3)  調査手法
	(a)  調査手法概要
	(b)  食事摂取に関するデータ収集方法
	(c)  料理の細分化に関する事項

	4)  食事摂取量調査結果の公開データ

	(2)  食事摂取量調査結果の化学物質等のばく露評価への利用
	1)  ばく露評価方法
	2)  食事摂取量調査結果の変換方法
	3)  変換ツールの詳細
	(a)  変換の考え方
	(b)  変換方法の詳細
	a)  NEVOの食品と農産物の対応
	b)  重量変換
	c)  NEVOの食品カテゴリの変換方法
	①  じゃがいも
	②  アルコール飲料・ノンアルコール飲料
	③  パン
	④  種子類
	⑤  卵
	⑥  果物
	⑦  菓子類
	⑧  穀物
	⑨  野菜
	⑩  香味ペースト
	⑪  チーズ
	⑫  ハーブとスパイス
	⑬  牛乳と乳製品
	⑭  大豆食品
	⑮  ナッツやスナック菓子
	⑯  豆類
	⑰  補助食品等
	⑱  調理済み食品
	⑲  スープ
	⑳  砂糖や飴
	21  脂肪・油
	22  魚介類
	23  肉







	3.  公開情報以外の情報収集
	3.1  調査目的・対象・方法
	3.1.1  USDA ARSに対する調査
	(1)  調査目的
	(2)  調査対象
	(3)  調査方法
	(4)  調査項目
	1)  食品摂取量調査について
	2)  その他


	3.1.2  JIFSAN及びEPA OPPに対する調査
	(1)  調査目的
	(2)  調査対象
	(3)  調査方法
	(4)  調査項目


	3.2  調査結果
	3.2.1  NHANES・WWEIAについて
	(1)  Automated Multiple-Pass Method（AMPM）では、調査対象者から聞き取った食品をどのように入力しているのか。
	(2)  FNDDS（Food and nutrient database for dietary studies）コードを用いて入力しているのか。（FNDDS以外のコードを用いているのであれば、どのコードを用いているのか）
	(3)  ピザやハンバーガーなどのように複数の材料からなる食品の場合、どのように入力しているのか。（ハンバーガーというコードのみを入力するのか、それとも個別の材料を聞き取って入力しているのか）
	(4)  小売の食品（例えばマクドナルドのハンバーガーなど）の場合、材料はどのように入力しているのか。
	(5)  標準的なレシピ（材料＋その重量）のデータベースは存在するのか。標準的なレシピのデータベースがある場合、データベースにはどのような情報が含まれるのか。（材料の種類、量、調理方法など）
	(6)  標準的なレシピはどのようにして作成されているのか。（これまでの食品摂取量調査の結果を基に作成されているのか、市販の料理本などを参考にしているのか）
	(7)  小売食品のデータベースは存在するのか。小売食品のデータベースがある場合、データベースにはどのような情報が含まれるのか。（商品名、材料、重量など）
	(8)  小売食品のデータベースはどのようにして作成されているのか。

	3.2.2  FCIDについて
	(1)  EPA OPPとUSDA ARS、JIFSANの関係
	(2)  FCIDで用いられているデータ
	(3)  FCIDの作成手法
	(4)  食品を農産物に分解する手法
	1)  レシピデータベースの利用
	2)  修正されたレシピ情報をFCIDに反映する場合の手法
	3)  WWEIAコードとEPA農産物コードとのマッチング

	(5)  WWEIAの食事摂取量に関するデータからEPA農産物に変換する際の重量の扱い
	1)  水分量の考え方
	2)  野菜や果物の扱い
	3)  微量しか含まれない農産物の扱い
	4)  食品の種類による変換の要件
	(a)  アルコール飲料
	(b)  ベビーフード
	(c)  チップス
	(d)  コーヒーと紅茶
	(e)  乾燥全卵
	(f)  脂肪・油
	(g)  魚介類
	(h)  果物
	(i)  乾燥ゼラチン
	(j)  豆類
	(k)  肉
	(l)  乳製品
	(m)  鶏肉
	(n)  スパイスとハーブ
	(o)  甘味料
	(p)  野菜
	(q)  ごく少量しか摂取されない農産物の扱い





	4.  まとめ
	4.1  食事摂取量に関する調査について
	4.2  食事摂取量調査結果の食事を介した化学物資等のばく露評価への利用

	5.  収集した文献リスト

